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第 3 回（2021 年度） 
三菱財団文化財保存修復事業助成応募要領 

 
 

１．助 成 の 趣 旨 

我が国の先人の残した文化的所産である文化財は、現在及び未来の貴重な国民的財産であり、 

その保存・修復は我が国の社会・文化の進歩・発展に貢献することになります。本財団は、 

上記に鑑み、設立趣意書に掲げた「文化の向上に資する」ことを目的に、設立 50周年記念 

特別助成事業として 2019 年より人文科学研究助成の中に立ち上げた文化財修復事業助成を 

発展させ、今年度より本財団の自然科学研究助成、人文科学研究助成、社会福祉事業・研究 

助成に続く新たな助成事業として、文化財保存修復事業助成を実施することとします。 

 

２．助 成 の 概 要 

①助成の対象 

イ． 文化財保護法第二条第１項に規定される有形文化財のうち、建造物を除く文化財(絵画、

彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書その他の有形の文化的所産で我が国にとって歴史上

または芸術上価値の高いもの並びに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史資料、

以下「美術工芸品」という)の保存、修復。 

ロ．日本国内に所在する、屋内展示可能なものに限ります。 

ハ．保存、修復に伴う社会的意義の高いものを対象とします。 

 ニ．国宝・重要文化財（国指定）の保存、修復は対象外とします。 

      

    ②応募資格 

イ． 保存、修復を必要とする上記美術工芸品の所有者（事情により管理責任者による申

請も認めることがあります）。所有権を証明できる資料が必要な場合は提出して頂く

ことがあります。 

ロ． 営利企業等及びその関係者は対象外とします。 

ハ． 営利目的あるいは私的鑑賞を目的に文化財を所有または管理する法人及び個人も対象 

外とします。 

ニ． 申請者は、本財団の同一年度の助成に複数応募することは出来ません。 

なお、複数応募が判明した場合は、失格となることがあります。 

     

③助成金額 

総額約 2,500 万円を予定。応募金額の上限は 1 件当り原則 500 万円とし、採択予定件 

数は 12 件程度を目途とします。なお、助成対象物の性質上、比較的少額で足りるもの 

も充分考慮されます。 

 

④助成金使途 

イ． 助成対象物の保存、修復事業に直接必要となる費用。 

ロ． 応募者が所属する組織等の間接経費・一般管理費等は助成の対象になりません。 
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⑤助成期間 

助成を決定した年の 10 月から１年間を原則としますが、事情により開始月の変更及び

複数年にわたる使用も認められることがあります（複数年度分の助成申込を一括査定

し、助成金は各年に分けて使用されることとなります）。 

 

⑥選考協力等 

所定の申込書、推薦書の提出に加え、更に詳しい書類等の提出、助成対象物の確認、

所有者（管理責任者）、推薦者への面接・ヒアリング等をさせて頂くことがありますの

でご協力下さい。 

 

⑦助成決定時の義務・条件 

イ．選考の結果、助成対象者となられた場合は、財団所定の「助成承諾書」を別途提出頂

き、これにより保存、修復事業の経過・完了の報告、収支会計報告、その他使途変

更事前相談手続等の義務を負って頂く事になります。また、修復業者の修理報告書

の写しを提出して頂きます。 

    ロ．保存、修復事業の修理体制の中に修理指導を行える専門の者を必ず置いて下さい。 

ハ．本助成による保存、修復事業に伴う結果について当財団は一切責任を負いません。 

ニ．保存、修復された美術工芸品については、文化財保護法第 4 条第 2 項の趣旨に則り、 

これを保存、公開する等、その文化的な活用を前提にして頂きます。保存、修復した 

対象物については転売を禁止します。 

ホ．同美術工芸品の保存、修復事業が本財団の助成による保存、修復であることを公開 

時に明記して頂きます。 

へ．保存、修復事業の経過・完了の当財団宛の報告については、当財団が公表すること 

に同意をお願いします。 

    ト．助成金贈呈式を 2021 年 9 月 13 日（月）に予定しています。贈呈式には助成金受領

者ご本人にご出席頂きます。やむを得ぬ場合は代理出席を認めるケースもあります。 

 

３．選考方法・結果通知等 

   ①選考方法 

イ．財団委嘱の下記委員からなる選考委員会において慎重審議の上、その答申案に基づ 

き、2021 年 6 月開催予定の財団理事会において正式決定されます。 

ロ．選考においては、その保存・修復により価値の維持・向上が見込まれるかを主たる 

採択基準とし、文化財としての重要度、保存・修復の緊急度、保存・修復計画の妥 

当性、助成の必要性、社会的意義等を勘案します。 

社会的意義の具体的事例としては、 

      ・地方文化の発掘・維持・発展、地方活性化等「地方創生」への貢献 

      ・わが国文化を海外に発信することによる「国際交流」進展への貢献 

      ・歴史学、社会学、宗教学を始めとする「学術振興」上の貢献 

      ・文化財の保存、修復に係る「技術の維持・伝承や人材の育成」への貢献 

      等が挙げられます。 
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ハ．審査の進捗状況についてのお問い合わせには回答致しかねますので、ご了承下さい。 

   （選考委員） 

      小松 大秀（委員長）   岩佐 光晴     林   温 

                                   （敬称略） 

 

  ②結果通知等 

イ．結果は決定後すみやかに申込者各位宛に書面またはメールで通知されます。なお「助

成先一覧」は、本財団インターネットホームページ（以下、本財団ホームページ）

上に掲載するほか各種学術関係広報資料（新聞、学会ニュース等）にも掲載を依頼

致します。 

ロ．採否の理由についてのご照会には一切回答致しかねますので、ご了承下さい。 

 

４．応 募 期 間 

 

2020 年 12 月 16 日（水）～2021 年 1 月 13 日（水）午後 5 時 

 

＊期間内に必着のこと 

＊応募書類を三菱財団事務局へ直接お持込みになることはご遠慮下さい。 

 

５．応 募 方 法 

  ①「助成申込書」の作成 

応募にあたっては、本財団ホームページ上で作成した「助成申込書」を印刷し、申込者

印もしくは代表者印（公印、法人・団体の場合）を押印の上、別途下記②で作成する「助

成申込内容」と共に申込書一式として送付して下さい。 

 

 [ホームページアドレス]  

 https://www.mitsubishi-zaidan.jp 

 

本財団ホームページ上で「助成申込書」を作成しただけでは助成の申し込みにはなりません 

ので、ご注意下さい。 

応募には下記②「助成申込内容」の作成及び「助成申込書」「助成申込内容」双方の送付 

が必須となります。 

また、「ご応募の際によくある質問と回答」を本財団ホームページ上の「応募 Q&A」に 

掲載していますので、ご参照下さい。 

    

＜「助成申込書」作成の手順＞ 

   ⅰ）本財団ホームページ上の「助成について」より「文化財保存修復事業助成」を選択し 

「文化財保存修復事業助成申込書、助成申込内容（マイページ取得）」をクリックします。 

   ⅱ）Step1.にある「マイページを取得する」ボタンをクリックすると、メールアドレス 

の登録画面が表示されますので、応募される方のメールアドレスを入力するとともに、

助成金種類欄から「文化財保存修復事業助成」を選び、登録します。 



 4

   ⅲ）登録されたメールアドレスにマイページ登録用の URL がメールで届きますので、その 

     URL にアクセスします。 

   ⅳ）パスワード設定画面が表示されますのでパスワードを入力、併せてパスワードを忘れた 

場合の秘密の質問・回答を登録します。 

   ⅴ）ログイン ID が自動発行され画面に表示されると共にメールにも届きますので、発行さ 

     れた ID とパスワードを使い、マイページにログインします。 

   ⅵ） 基本情報の「編集」ボタンをクリックし、入力画面に進みます。 

     「申込者」「申込内容」「修復業者」「連絡責任者」の各項目を入力し、確認画面で入力内

容のエラーチェックをした後、保存します。 

   ⅶ）入力内容が確定したら「基本情報 Web 入力完了」ボタンを押します。 

（注）「基本情報 Web 入力完了」ボタンを押すと、入力内容の変更はできなくなります

のでご注意下さい。 

ⅷ）「助成申込書」（PDF）を表示・印刷し、申込者印を押印の上、下記②で作成する「助成

申込内容」に表紙として付け、申込書一式正本（５．④ ロ．）として下さい。 

（注）出力した「助成申込書」（PDF）には、変更を加えないで下さい。内容の変更が   

必要な場合は、本要領 6 ページ記載の本財団事務局までご連絡下さい。 

 

Web 操作に関するお問い合わせは、原則メールで、ヨシダ印刷株式会社 三菱財団サポート 

担当までお願いします。その際、マイページを取得されている場合は、ログイン ID を記載 

して下さい。 

E-mail.     mitsubishi-zaidan@yoshida-p.co.jp 

Tel．    （03）3626-1307  (平日 午前 9 時～午後 5 時) 

  

  ②「助成申込内容」の作成 

イ．「助成申込内容」の書式は、本財団ホームページ上にて、“助成応募要領”と共に、12 月 

上旬以降、2021 年度分を掲載致します。 

ロ．本財団ホームページ上の「助成について」より「文化財保存修復事業助成」を選択し、 

「文化財保存修復事業助成申込書、助成申込内容（マイページ取得）」をクリックします。 

Step2.「助成申込内容」の作成にて、Microsoft Word 書式で示してある「助成申込内容 

書式」をダウンロードの上、ご使用下さい。2021 年度以外の助成申込内容もしくは他の 

分野の助成申込内容を使用した申請は無効となりますので、ご注意下さい。   

ハ． 文字数に制限がある項目以外に入力文字制限はありませんが、印刷時に表示されない 

ことがあります。必ず印刷プレビューもしくは印刷物で確認して下さい。 

 

   ＜「助成申込内容」記入上のご留意点＞ 

ⅰ）本助成金で実施予定の保存修復対象物の概要、保存修復事業について、保存修復事 

業の実施スケジュール、開示の方法、資金計画、社会的意義等を記入頂くとともに、 

保存修復対象物の画像を添付して頂きます。 

   ⅱ）保存修復に係る費用について、業者の見積もりを添付して下さい。なお、業者の見 

積もりは応募時点では正式見積もりではなくても結構ですが、助成決定時には正式 

見積もりを提出頂きます。 
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 ③「推薦書」について 

   イ．本財団制定の「推薦書」を必ず添付して下さい。なお、推薦書の書式は 12 月上旬 

以降、「応募要領」「助成申込内容」とともに本財団ホームページ上に掲載します。 

   ロ．推薦者については、その美術工芸品の保存、修復事業にあたっての専門家の方（修 

理指導のできる方）に推薦を頂いて下さい。なお、修復業者及び申込者の関係者の方 

は推薦者になれません。 

 

④申込書一式の提出と受付の確認 

イ．申込書一式（「助成申込書」「助成申込内容」「推薦書」「業者の見積もり」及び付属資

料）の提出は送付によります。なお、FAX あるいはホームページ上での受付、E-mail

での申込受付は致しません。 

ロ．申込書一式の送付（＊印のものは必ず送付願います） 

・＊申込書一式正本（「助成申込書」「助成申込内容」「推薦書」「業者の見積もり」 

及び付属資料）                   1 部 

・＊申込書一式副本（上記申込書一式正本のコピー）            4 部 

正本、副本ともに片面印刷（コピー）として下さい。また、「助成申込書」及び 

「助成申込内容」はセットのうえ、正本・副本共にそれぞれ左肩上でホチキスどめ 

して下さい。 

・＊法人・団体申込の場合は定款（寄附行為）、役員名簿、資産負債の状況、活動状況 

がわかる案内書等を正本・副本全てに添付して下さい。 

ハ．応募申込には、本財団ホームページ上で作成した「助成申込書」及び「助成申込内容」 

に加え、「推薦書」及び「業者の見積もり」の送付が必須となりますのでご注意下さい。 

ニ．本財団で申込書一式を受理しましたら、「助成申込書」に記載された連絡責任者にメ

ールでご通知致します。応募期間の最終日以降 1 週間を過ぎても受理メールが届かな

い場合は、本財団事務局までご連絡下さい。 

ホ．なお、Web 入力完了後に「助成申込書」に登録された基本情報の変更を希望される

場合は、本財団事務局までご連絡下さい。 

ヘ．ご提出頂いた申込書一式、添付資料等は返却いたしかねますので、あらかじめご了承

下さい。 

 

６．個人情報取扱いについて 

  ①個人情報は利用目的の範囲内で、かつ業務遂行上必要な限度内で利用致します。 

  ②法令等の定める場合を除き、事前に本人の同意を得ることなく個人情報を第三者に提供致 

しません。 

 

７．反社会的勢力からの応募について 

  反社会的勢力および反社会的勢力と関係すると認められる個人もしくはグループからの応募 

は受け付けられません。 
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【申込書類提出先・お問い合わせ先】 

     公益財団法人  三 菱 財 団 事務局 

     〒100－0005  東京都千代田区丸の内２丁目３番１号（三菱商事ビル２１階） 

Tel．    （03）3214-5754 

Fax．   （03）3215-7168 

E-mail.     info@mitsubishi-zaidan.jp 

 

追記 参考資料として、本財団過去 2 回の助成先一覧を添付します。 

応募件数と同金額は以下の通りです。 

2019 年度  46 件 119 百万円 

2020 年度  21 件  51 百万円 

 

以 上 

 2020 年 11 月 

 

公益財団法人 三 菱 財 団 



番号 所在地 名　　　　　称 使　　　　　途 金　 額

1 群馬県

群馬県立土屋文明記念文学館

館長
小笠原　祐治　（おがさわら ゆうじ）

伝世尊寺定成筆『新古今和歌集』写本
及び伝世尊寺経朝筆『新古今和歌集』
古筆切修理

2,440,000円

2 滋賀県

浄厳院

住職（代表役員）
勝山　俊和　（かつやま しゅんわ）

絹本着色 阿弥陀如来 来迎図（滋賀・
浄厳院 蔵）の保存修復

2,000,000円

3 東京都

学習院大学史料館

館長
水野　謙（みずの けん）

勧修寺所蔵学習院大学史料館管理「麒
麟住吉図末廣（仙洞御所由来）」修復
事業

1,400,000円

4 埼玉県

法養寺薬師堂奉賛会

会長
辻　敏　（つじ さとし）

法養寺薬師堂木造十二神将立像、木造
日光菩薩・月光菩薩立像保存修理事業

4,300,000円

5 東京都

共立女子大学博物館

館長
長崎　巌　（ながさき いわお）

蒔絵化粧道具（違鷹羽紋散松橘蒔絵調
度）のうち手拭掛の保存修復

1,490,000円

6 福島県

小野赤沼行政区

区長
西牧　正明　（にしまき まさあき）

福島県指定重要文化財　木造阿弥陀如
来及び両脇侍像　修復事業

3,150,000円

7 京都府

宗教法人　光明寺

代表役員
楳林　誠雄　（ばいりん せいゆう）

光明寺奉加帳修理事業 1,440,000円

8 北海道

枝幸町

枝幸町長
村上　守継　（むらかみ もりつぐ）

目梨泊遺跡金銅装直刀修復事業 1,540,000円

9 兵庫県

公益財団法人 香雪美術館

理事長
広瀬　道貞　（ひろせ みちさだ）

香雪美術館所蔵「帰来迎図」の修理事
業

2,240,000円

20,000,000円

　　　　　第48回（2019年度）三菱財団人文科学研究助成
　　　　　第1回（2019年度）三菱財団文化財修復事業助成先一覧
　　　　　　　　　　　　＜50周年記念特別助成＞

合　　　　　　　　計　　　　　　　　　　9　 件

1



番号 所在地 名　　　　　称 使　　　　　途 金　 額

1 沖縄県

八重瀬町

町長
新垣　安弘　（あらかき やすひろ）

字具志頭の龕及び付属葬具修復事業 3,030,000円

2 愛知県

公益財団法人徳川黎明会徳川美術館

館長
徳川　義崇　（とくがわ よしたか）

白・納戸細格子と茶・花色・黄・赤・
白横縞腰替熨斗目保存修復事業

2,810,000円

3 石川県

白山市尾添区

区長
林　與枝男　（はやし よしお）

尾添白山社白山下山仏阿弥陀如来立像
修復事業

1,740,000円

4 北海道

恵庭市

市長
原田　裕　（はらだ ゆたか）

西島松5遺跡出土刀修復事業 3,140,000円

5 長崎県

特定非営利活動法人世界遺産長崎
チャーチトラスト
理事長
宮脇　雅俊　（みやわき まさとし）

大浦天主堂収蔵「ド・ロ版画及び版
木」研究調査・保存修復事業

1,970,000円

6 山形県

愛宕山常福院

住職
山口　知津子　（やまぐち ちづこ）

常福院不動明王立像外二躯修復事業 3,640,000円

7 愛知県

野田八幡宮

神社総代
山本　秀明　（やまもと ひであき）

鉄錆地塗紺糸縅塗込仏胴具足・尉頭形
兜保存修復事業

1,310,000円

8 京都府

宗教法人養源院

住職
吉水　一成　（よしみず かずしげ）

紙本著色豊臣秀頼像修理事業 2,360,000円

20,000,000円

　　　　　第49回（2020年度）三菱財団人文科学研究助成
　　　　　第2回（2020年度）三菱財団文化財修復事業助成先一覧
　　　　　　　　　　　　＜50周年記念特別助成＞

合　　　　　　　　計　　　　　　　　　　8　 件
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